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@ 民意 の 時 間 和 帯 : 


遺体 の 埋葬 前 か 後 か を 問わ ず 、 和 和 1 S の さい 
スン ナ で す 。 そ の 際 に は こ う 言 いま す :「 実 に アッ ラー が お 取り に な っ た も の と お 与え に 
られ た も の は 、 ア ッ ラ ー に 属す る 。 誠に は 、 決 め ら れ た 史 
命 が あ め ある 。 そ れ ゆ えよ く 耐 え 、 そ うす る こと に お いて 報奨 を 期待 し な さい 。」 (アルテ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 
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@ 違 意 の 法 的 位置 づけ : 





特に 決ま っ た 期限 も な く 、 遺 族 に 中 司 を 行う の は スン ナ で す 。 そ し て イス ラー ム 法 が 許 
す 範 囲 で 遺族 に 刷 め の 言葉 を か け 、 そ の 悲し み を 和らげ 、 不 幸 に 対し て の 辛抱 と アッ ラー 
の 定め に 対し て の 満足 へ と 彼ら を いざ な う よ う 努 力 し ます 。 ま た 故人 と 、 そ の 家人 の た め 
に ドッ ゥ アー (祈願 ) し ます 。 



































@ 再 意 の 場 : 





中 意 は 墓地 で あれ 市 場 で やれ 、 サ ラー の 場 で や も れ モ スク で あれ 、 は た また 家 で あれ 、 ど 
こ で で も 行う こと が 可能 で す 。 ま た 遺族 が 家 に 留まり 、 叩 間 を 望む 者 た ち が 彼 ら を 訪問 す 
る 、 と いう 形 を 取る こと も 可能 で す 。 


























@ 遺族 は 吊 問 を 受け る 際 に 、 黒 い 衣服 な どの 特定 の いで た ち を し て は いけ ませ ん 。 と いう 
の も その よう な こと は アッ ラー の 定め と 定 命 へ の 不服 と 所 えら れる か ら で す 。 


























@ 非 ム スリ ム を 吊 間 する こと : 


イス ラー ム と ムスリム に 対し て 明らか に 敵対 し て いる わけ で は な い 非 ムスリム を 吊 問 す 
は 許さ れ て いま す が 、 故 人 に 対し て の ドゥ アー (祈願 ) は 行い ませ ん 。 




















5 集まり の 場 を 設け る の は 回 PR 











@ 政 人 に 対し て 泣く こと : 











泣き 叫ん だ り 喚 いた り せ ず に 泣く こと は 許さ れ て いま す 。 ま た 涙 は 、 ア ッ ラ ー が 慈悲 深 
いし ゃ も べべ の 心 に 授け られ る 慈悲 の 象徴 で も あり ます 。 








1 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7377) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (923)。 文 章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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一 方 悲し みか ら 衣 服 を 裂き 破 い た り 類 を 叩い た り 、 声 を 上 げた りす る こと は 禁じ られ て 
いま す 。 と いう の も 人 が その 死 ゆ え に 泣き 叫ぶ こと に より 、 故 人 は 墓 の 中 で 罰 さ れ な けれ 
ば な ら な い - つま り 痛 み 苦 し まな けれ ば な ら な いか ら で す 。 
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1 ュー デブ ドッ ラー デジ ンジ ・ ジ ャ アフ テル (彼ら に アッ テー の こ 満 貸 あれ ) に よれ ば 、 
者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ジャ アフ ァ ル の 家族 を 3 夜 の 間 、 彼 ( 聞 言 
が 訪れ る まで (ジャ アフ ァ ル の 戦死 を ) 悲し な まま に させ て お きま し た 。 それから (預言 
者 は ) 彼ら の 許 を 訪れ 、 こ う 言 いま し た : 1 今日 以降 、 私 の 兄弟 (ジャ アフ ァ ル ) ゆえ 
泣く の で は な い 。′ そし て (預言 者 は 続け て ) 言い まし た # 私 の 兄弟 の 子供 た ち を 呼ん 
くれ 。′ そし て 己 の 雛 の よう な いで た ちの 私 た ち - (伝承 者 の アデ プ ド ッ ラ テー、 そし て アウ ン と 
ムハンマド ) が 、 彼 の 許 に 連れ て 来 ら れ ま し た 。 (預言 者 は ) 言い まし た * 床屋 を 呼べ 。" 
そし て (床屋 が 来る と 、) 私 た ちの 頭 を 剃 ら せ た の で す 2。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アン = テ ナ 
サー イー の 伝承 3 
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2 一 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 死 者 は 彼 (の 死 ) ゆえ に 泣き 叫ば れる 
と 、 墓 の 中 で 軸 さ れる の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ? 





























2 訳者 注 : ジャ アフ ァ ル は アリ ー・ ブ ン ・ ア ビー・ タ ー リ プ 同 様 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) の 舞 に あたり 、 ム ウタ の 役 で 戦死 し まし た 。「 和 鳥 の 雛 の よう な . 」 と いう の は 、 子供 た ちの 髪の毛 が 
生ま れ た て の 鳥 の 雛 の よう で あっ た こと を 指し て いる と 言わ れ ま す 。 ま た 彼ら の 頭 を 剃 ら せ た の は 、 ジ ャ 
アフ ァ ル の 妻 ア スマ ー ゥ ・ ビ ント ・ ウ マイ ス が 夫 を 失っ た 悲し み に 打ち ひし が れ 、 子 供 た ちの 髪 も 十分 に 
杭 か し て いな か っ た 結果 、 と て も 汚れ て 雲 な ど が 湧い て いた 状態 で も わっ た た めで ある と 言わ れ ま す (アー 
バー ディ ー 著 スナ ン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 解説 「 ア ウ ヌ ・ ア ル テ マ ァ ブ ー ド 」 よ り )。 

3 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4192) 、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5227。 文章 は アブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1292) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (92 の 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
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